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０．はじめに 

 

 表紙の絵は 1624 年に出版された「 The 
description and vse of the sector, the cross-staffe, 
and other instrument」という本の口絵です。こ
の表紙の絵に描かれた人物は、それぞれ何かを持

っています。  

 また、左の絵に描かれている人物が持っている

物は、表紙に描かれた左上の人物が持っている物

と形が似ているようです。 

 この道具らしきものは何をするためのものでし

ょうか？そして、何をしているのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 今日から２日間で取り上げる数学の道具は、表紙の絵の左上の人物と、上の絵の人物が

持っている道具です。この道具はエドモンド・ガンター(Edmund Gunter，1581-1626)が
作ったセクター(Sector)という道具で、主に航海術における計算に用いられていました。 
 ガンターが作ったセクターには 12本の目盛りがうたれていて、今回の授業ではそれらの
中で line of Sinesを取り上げます。 
 

 

 

１．人物紹介 

 

エドモンド・ガンター(Edmund Gunter，1581-1626) 
・ イギリスの Hertfortshireで生まれる。 
・ 1619年に Gresham大学で天文学教授になり、航海科学に多大な貢献をした。 
・ 1624年にセクターの使用法などが記述されている本「The description and vse of the 

sector, the cross-staffe, and other instrument」を初めて出版する。 
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２．line of Sines 
 
問．sin15°の値を、加法定理を用いて求めよ。(ただし 4495.26 = 、 4142.12 = とする) 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※加法定理： ( ) βαβαβα sincoscossinsin ±=±  

 

 

 

次に、セクターの line of Sinesを使って sin15°の値を求めてみよう。 
 

手順 

① コンパスを line of Sines(ピンクの line)の 0から 15の目盛りの幅で開く。 
② コンパスをその幅で保ちながら、line of Lines(青の line)でその幅の長さを測る。 
 

 

 

 

 

なぜセクターを用いて sine の値を求めることができるのでしょうか？また、皆さんが学

習した sine との違いは何でしょうか？ 

原典「The description and vse of the sector, the cross-staffe, and other instrument」を
読むことで、これらを解き明かしていきましょう。 
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３．角度と弧 
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(和訳) 
 
円は通常、360度に分割され、それぞれの度は 60分に分割され、更にそれぞれの分は

60秒に分割される。 
 ゆえに、半円は 180度の弧である。 
 四分円は 90度の弧である。 
 角度の大きさは円弧であり、角の点から離れて描かれ、十分に取り出された辺の間で

２点で切り取られる。 
 そして、直角の大きさは常に 90 度の弧であり、この例では、角 BAD の大きさは 40
度の弧 BCである。角 BAGの大きさは 50度の弧 BFである。 
 弧または角の余角は、通常与えられた弧が 90度を欲する弧である。それで、弧 BFは
弧 BCの余角であり、大きさが弧 BFである角 BAFは、角 BACの余角である。 
 半円に関する弧または角の余角は、与えられた弧が 180度を欲する弧である。それで、
．原典を読んで、以下の文中の①～④に適切な言葉を入れよう。 

ここで述べられているのは弧度法ではなく、一つの円において弧の長さは中心角に比例

るから、角度の大きさを弧で言い換えることができるということである。 

 

つまり、左のページの図において、 

180°に対応する弧は①        

90°に対応する弧は②        

∠BADの大きさ 40°に対応する弧は③       

∠BAGの大きさ 50°に対応する弧は④        

である。 

弧度法については、参考を参照 

角 EAHは角 EAFの余角であり、弧 EHは弧 FEの余角である。 
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４．sineと chord 

(和訳) 
 

chordは弧に対する線分である：それで、BEは弧 BCEの chordであり、BFは弧 BF
の chordである。 
 (right) sineは２倍弧の chordの半分、すなわち与えられた弧の端点の一つから、その
弧のもう一つの端点に対して引かれた直径に垂直に降ろされた線分である。 
 それで、もし与えられた弧が BC、または与えられた角が BACならば、直径が中心 A
を通って Cに向かって引かれたとしよう；そして垂直線 BDが端点 Bから AC上に引か
れたとすると、この垂直線 BDが弧 BCまたは角 BACの right sineである。そして、そ
れは弧 BCEに対する chordBEの半分でもあり、弧 BCEは与えられた弧 BCの２倍で
ある。 
 90度の sineの全ては今後は Radiusと呼ぶことにするが、他の sineはそれらの度や
分から名称を持つ。 
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問．左のページの原典を読んで、①～③に名称を当てはめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

た、 

BCEの          ) 

     BCの        )× 

が成り立つ。 

② 

① 

③ 弧 BFまたは角 BAFの

弧 BCまたは角 BACの
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ここで、現代の数学における sineと、原典「The description and vse of the sector, the
cr

現代の数学では 

半径が違っても、sineは一定の値となる。 
 

 
方、原典「The description and vse of the sector, the cross-staffe, and other 

in

径rの時の           

 
oss-staffe, and other instrument」で定義された sine との違いを理解しよう。 
 

 

α α 

sr 
ｒ 

ａ sa 

sinα＝ sinα＝ 

 
 
 
 
 
 
 

 

一

strument」で定義された sine は 
 
 
 
 
 
 
 
 

   半径srの時の           半  

半径の大きさによって、同じ角度に対する sineでも、 

 

 
 

その値は変わる。 
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４．line of Sinesの分割 
ように刻まれているのだろうか？ 

工

．原典を読み、分度器と定規を用いてワークシートにある line of Linesの半分の長さの

 

line of Sinesの目盛りはどの

 
 
 
 
 
 
 

 加

 
 
 
 
 
 

和訳 

 セクター上での lines of Sinesの分割 

中心 A上で、line of Linesと等しい半径は、半円 ABCDを描き、ABは直径 CDに垂
直

、セクターに写される。目盛

 
５

 

である。それから、四分円の CBと BDをそれぞれ 90に分割し、それぞれの度を２つ
に再分割する。もし、これらの 90 を通って直径 CD に平行な直線が描かれたならば、
それらは垂線 ABを同等ではなく 90に分割するだろう。 
 そして、この分割された線分 ABは line of Sinesとなり
りに打たれた数字は 10、20、30、・・・90となっている。 

問

半径の半円で、実際に line of Sinesの分割をしてみよう。 
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５．line of Sinesの使い方(次回予告) 
半径が line of Sinesの長さと異なる円におけ

る

実際にセクターの line of Sinesを使って、
sineの求め方を考えてみよう。 
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(和訳) 
１ 既知の Radiusから任意の弧または角の right sineを求める 
 
 もし与えられた円の Radiusが laterall Radius、つまりセクターの line of Sinesの長
さと等しければ、これ以上することはないが、セクター以外から他の sineを求めなけれ
ばならない場合もある。しかし、もしそれがより大きい、またはより小さければ、それ

を 90度と 90度の間で line of Sinesにあてはめることで parallell Radiusとしよう：そ
れで laterall sinesのようなものから取られる平行線が求める sineとなるだろう。 
 与えられた Radiusを ACとし、その radiusに対する 50度の sineとその余角の sine
を求める。 
 セクターの line of Sinesを表す ABと、90度と 90度の距離を表す BBは与えられた
RadiusAC と等しいとする。ここで、線分 A40、A50、A60 はそれぞれ、セクター上で
のそれらの位置に関して、40 度、50 度、60 度の laterall sine と呼ばれるだろう。40
度と 40度の間、50度と 50度の間、90度と 90度の間の線分はそれぞれ、お互いに平行
(parallell)なので 40度、50度、90度の parallell sineと呼ばれるだろう。円の半径を表
す 90度の sineは Radiusと呼ばれる。ゆえに、もし ACが line of sinesの 90度と 90
度の間にあてはめられたならば、それは parallell Radiusとなり、50度と 50度の間の
その parallell sineは BDとなり、求めるべき 50度の sineとなる。そして、90度から
50度を引いた余角は 40度で、40度と 40度の間の parallell sineが BGで、求めるべき
余角の sineである。 
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参考 
 
●弧度法 
 下の３つの扇形は、それぞれ円の半径と同じ長さの弧をもつ扇形である。これらはすべ

て相似な図形であり、中心角もすべて同じ大きさである。 
 
 
 

３ 

３ 

２ 
１ 

１ ２ 

 
 
上の例のように、半径 rの円において、長さが rの弧に対する中心角の大きさは、rの値
に関係なく一定である。この角の大きさを１ラジアンあるいは１弧度といい、これを単位

として角の大きさを表す方法を弧度法という。 
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●三角関数表 
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